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学
校
事
例

3
課　題

実　践

４月を「学習を頑張ろうとする時期」に

「青葉タイム」による下位層の理解度向上

生徒会や教科係の生徒が学習指導
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普
段
の
授
業
の
中
で
の
「
協
同
学
習
」授

業
の
中
で
自
然
に
協

同
学
習
が
成
立
す
る
態

度
の
育
成

互
い
に
「
分
か
ら
な
い
」
と

言
い
合
え
る
「
教
え
合
い
」

を
可
能
に
す
る
集
団
づ
く
り

学
び
の
ル
ー
ル
、
話
し

合
い
の
ル
ー
ル
の
理
解

学びのルール作りを
徹底する期間

家庭
訪問青

葉
タ
イ
ム（
特
に
学
力
下
位
層
へ
の
対
応
を
重
視
し
た
習
熟
度
別
学
習
）

青
葉
ス
タ
デ
ィ・
教
科
係
活
動（
生
徒
会
が
主
導
す
る
、校
内
の
学
習
環
境
づ
く
り
）

生徒会による
新入生向け
学習講座

「
青
葉
タ
イ
ム
」で
分
か
る
実
感
を

持
た
せ
、学
び
合
う
力
の
土
台
を
育
む

京
都
府

舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校

舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校
は
、
学
力
下
位
層
を
支
援
す
る
た
め
、

習
熟
度
別
学
習
「
青
葉
タ
イ
ム
」
や
生
徒
会
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど
を
、
３
年
間
を
通
し
て
実
施
。

一
方
で
、
行
事
の
実
施
時
期
を
見
直
す
な
ど
、
学
習
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
た
指
導
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
。

◎校区には商店街、農村、
団地が混在し、多様な家
庭の生徒が通う。卒業生と
の交流が盛んで、毎年６月
開催の学校行事「輝け青葉
デー」（合唱コンクールなど
を開催）には全国から卒業
生が駆けつける。

校長◎櫻井秀之先生　

生徒数◎５５２人　　学級数◎１８学級（うち特別支援学級３）

所在地◎〒 625-0052　京都府舞鶴市字行永1810

TEL◎ 0773-62-4612

URL◎ http://aoba.maizuru.ed.jp/

・生徒指導上困難な状況が続き、学力が低下
・特に学力下位層の学習参加への意欲が低い

・入学直後を「生徒も教師も学習を頑張ろうとする
時期」と位置付ける
・家庭訪問の時期をずらし、修学旅行の準備を軽
減して、授業に集中できる環境をつくる

・下位層でも習熟度の違いに注目し、３グループに
分ける
・習熟度の低いクラスには生徒２、３人に教師１人
を配置

・教科係の生徒を中心とした自主学習の推進
・生徒会役員による１年生に対する学習指導
・普段の授業の中で協同学習を行う

1

2

3

３年間の指導の流れ



17 ［中学版］2010 Vol .1

特集

「学力保障」のために、移行期間の今できること
第1 回

学力下位層を伸ばす３か年のストーリー

　

舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校
は
、
港
湾
都
市
と
し
て
発

展
し
た
舞
鶴
市
の
東
部
に
あ
る
。
長
ら
く
生
徒
指
導

に
追
わ
れ
、
学
力
的
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た

が
、
２
０
０
６
年
度
に
京
都
府
か
ら
、
08
年
度
に
は

文
部
科
学
省
か
ら
研
究
指
定
を
受
け
た
の
を
機
に
、

学
力
向
上
に
向
け
た
校
内
研
究
を
始
め
た
。そ
の
際
、

重
視
し
た
の
が
学
力
下
位
層
へ
の
対
応
だ
。
櫻
井
秀

之
校
長
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
下
位
層
の
生
徒
は
、授
業
で
い
わ
ば『
お
客
さ
ん
』

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
や
教
師
と
の
信

頼
関
係
が
う
ま
く
築
け
ず
、
そ
れ
が
生
徒
指
導
上
の

課
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
う
し
た

生
徒
に
『
分
か
る
実
感
』
を
持
た
せ
、
学
校
生
活
へ

の
参
加
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。
生
徒
集
団
が
『
共
に
学
ぶ
』
意
識
を
持
た
な
い

限
り
、
学
力
向
上
は
難
し
い
と
考
え
た
の
で
す
」

　

そ
こ
で
着
手
し
た
の
は
、
学
校
行
事
の
実
施
時
期

の
見
直
し
だ
。
新
入
生
入
学
直
後
の
４
月
を
「
生
徒

も
教
師
も
学
習
を
頑
張
ろ
う
と
す
る
時
期
」
と
位
置

付
け
、
授
業
以
外
の
教
育
活
動
を
で
き
る
だ
け
入
れ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
（
P.　

）。「
入
学
時
の
指
導

で
中
学
校
生
活
３
年
間
が
決
ま
る
」（
櫻
井
校
長
）

と
い
う
発
想
が
そ
の
背
景
に
は
あ
る
。

　

一
方
、火
曜
か
ら
金
曜
の
昼
休
み
後
の
20
分
間
は
、

全
校
学
習
会
「
青
葉
タ
イ
ム
」
を
教
育
課
程
外
の
時

間
と
し
て
設
定
し
た（
P.　

）。ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
、

学
年
を
習
熟
度
別
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
理
解
度

に
応
じ
た
学
習
活
動
を
行
う
。
グ
ル
ー
プ
分
け
に
あ

た
っ
て
は
、
下
位
層
の
ク
ラ
ス
を
細
分
化
し
、
５
段

階
評
定
で
「
３
以
上
」「
２
」「
１
」
に
分
け
た
。
教

師
の
配
置
に
も
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
最
も
習
熟
度
の

低
い
ク
ラ
ス
で
は
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
師
が
つ

き
、
基
礎
基
本
レ
ベ
ル
の
内
容
を
プ
リ
ン
ト
学
習
な

ど
で
定
着
さ
せ
る
。
１
学
年
主
任
の
加
藤
雅
弘
先
生

は
そ
の
効
果
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
「『
青
葉
タ
イ
ム
』
で
は
下
位
層
の
中
で
の
学
力
差

に
着
目
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、『
こ
の
時
間
は
分

か
る
実
感
が
あ
る
か
ら
好
き
だ
』
と
い
う
感
想
を
寄

せ
る
下
位
層
の
生
徒
も
現
れ
ま
し
た
。
効
果
は
毎
日

の
授
業
に
も
表
れ
、
学
習
規
律
が
次
第
に
確
立
し
て

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

学
習
環
境
の
整
備
に
は
、
生
徒
会
も
大
き
な
役
割

を
果
た
す
。
例
え
ば
、生
徒
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ク
ラ
ス
に
は
各
教
科
に
１
人
の
「
教
科
係
」
が
い
る
。

宿
題
や
自
主
学
習
ノ
ー
ト
の
回
収
の
他
、
授
業
終
了

時
に
「
本
時
の
振
り
返
り
」
を
口
頭
で
行
い
、
授
業

を
受
け
る
姿
勢
や
学
習
内
容
の
理
解
度
な
ど
に
つ
い

て
感
想
を
述
べ
る
（
P.　

）。
３
学
年
主
任
の
堺
谷

正
人
先
生
は
、教
科
係
の
影
響
力
を
高
く
評
価
す
る
。

　
「
ク
ラ
ス
の
誰
も
が
認
め
る
そ
の
教
科
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
教
科
係
に
な
り
ま
す
。
３
年
生
と
も
な
る

と
、
教
科
係
の
生
徒
が
提
案
し
た
こ
と
に
皆
が
つ
い

て
い
き
ま
す
。
自
主
学
習
ノ
ー
ト
の
提
出
も
、
教
科

係
が
励
ま
す
か
ら
、
生
徒
は
頑
張
る
よ
う
で
す
」

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
育
み
た
い
の
は
、「
協

同
学
習
」
が
日
常
的
に
成
立
す
る
校
風
だ
。

　
「
生
徒
全
員
が
共
に
学
び
合
い
、
教
え
合
う
関
係

を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

の
授
業
改
善
に
も
既
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
教
師
と

生
徒
が
同
じ
目
標
を
持
ち
、
共
に
学
ぶ
中
で
こ
そ
、

下
位
層
の
生
徒
も
生
き
生
き
と
学
習
に
向
か
う
よ
う

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
櫻
井
校
長
）

　

そ
れ
ま
で
京
都
府
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
学
力

検
査
の
点
数
が
平
均
以
上
に
な
る
な
ど
、
取
り
組
み

の
効
果
は
確
実
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
で
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
が

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。「
教
師
の
授
業
力
だ
け
で

な
く
、
生
徒
の
支
援
力
で
互
い
に
高
め
合
っ
た
か
ら

こ
そ
得
ら
れ
た
結
果
で
す
」
と
櫻
井
校
長
は
話
す
。
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舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校

加
藤
雅
弘

１
学
年
主
任
。
数
学
科
担
当
。「
子
ど
も
自

身
気
付
い
て
い
な
い
良
さ
を
気
付
か
せ
て

あ
げ
た
い
」

舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校
校
長

櫻
井
秀
之

「
愛
を
持
ち
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
子
ど
も

に
な
っ
て
ほ
し
い
」

舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校

堺
谷
正
人

３
学
年
主
任
。
保
健
体
育
科
担
当
。「
前
向

き
に
熱
く
な
る
、
そ
う
い
う
生
徒
に
な
っ
て

ほ
し
い
」

学
力
下
位
層
に
手
厚
い

「
青
葉
タ
イ
ム
」で
の
学
習

生
徒
自
ら
の
力
で

学
び
に
前
向
き
な
人
間
関
係
を
築
く

＊プロフィールは取材時（2010年３月）のものです
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■
行
事
を
工
夫
し
、
授
業
時
間
を
し
っ
か
り
確
保

　
「
授
業
規
律
の
確
立
に
は
最
初
が
肝
心
」
と
、
慌

た
だ
し
い
４
月
に
も
授
業
時
間
を
確
保
す
る
。
そ
れ

ま
で
４
月
に
行
っ
て
い
た
家
庭
訪
問
を
８
月
に
変

更
。更
に
、５
月
の
連
休
明
け
に
あ
る
２
年
生
の
修
学

旅
行
を
見
直
し
、従
来
、班
別
だ
っ
た
自
由
行
動
を
ク

ラ
ス
別
行
動
に
し
て
準
備
時
間
の
軽
減
を
図
っ
た
。

生
徒
も
教
師
も
授
業
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
、

早
期
に
学
び
に
向
か
う
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　

特
に
１
年
生
に
は
、
学
び
の
ル
ー
ル
を
き
め
細
か

く
指
導
す
る
。
最
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
は
、

生
徒
会
役
員
に
よ
る
１
年
生
へ
の
指
導
だ
。
生
徒
会

で
は
、生
徒
自
ら
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
、教
室
を
回
っ

て
新
入
生
に
自
主
学
習
の
方
法
を
教
え
る
。

　
「
教
師
か
ら
の
説
明
よ
り
、
生
徒
会
の
先
輩
に
言

わ
れ
た
方
が
生
徒
は
し
っ
か
り
聞
き
ま
す
。
先
輩
の

指
導
が
学
習
の
動
機
付
け
に
果
た
す
意
義
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
」（
櫻
井
校
長
）

■
手
厚
い
指
導
で
下
位
層
の
意
欲
を
高
め
る

　
「
青
葉
タ
イ
ム
」
は
、
火
曜
か
ら
金
曜
の
昼
休
み

後
20
分
間
を
利
用
し
て
全
校
で
行
う
補
充
学
習
だ
。

１
、２
年
生
は
習
熟
度
別
に
分
か
れ
る
「
コ
ー
ス
別

学
習
」
と
、
４
人
１
組
に
よ
る
「
協
同
学
習
」
を
週

２
回
ず
つ
、
３
年
生
は
週
４
日
共
「
協
同
学
習
」
を

行
う
。
教
科
は
数
学
と
英
語
が
中
心
だ
。
コ
ー
ス
別

学
習
で
は
、成
績
に
応
じ
て
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

Ａ
…
５
段
階
評
価
で
１
。
生
徒
２
、３
人
に
つ
き
教

師
１
人
が
指
導

Ｂ
…
同
２
。
生
徒
二
十
数
人
に
よ
る
一
斉
授
業
。
各

教
科
の
教
師
２
、３
人
が
入
る

Ｃ
…
同
３
以
上
。
担
任
が
協
同
学
習
を
指
導
す
る

　

下
位
層
の
中
の
学
力
差
に
対
応
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
特
に
Ａ
コ
ー
ス
は
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導

だ
。
普
段
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
生
徒
に
も
分

か
る
授
業
と
な
り
、
教
師
に
気
兼
ね
な
く
質
問
で
き

る
。
こ
こ
で
「
出
来
る
」
と
い
う
達
成
感
を
覚
え
さ

せ
、
学
ぶ
意
欲
を
育
み
、
更
に
は
生
徒
と

教
師
の
信
頼
関
係
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。

■「
分
か
る
授
業
」の
重
要
性
を
再
認
識

　

下
位
層
対
象
の
補
充
学
習
は
以
前
、
教

師
個
々
の
対
応
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、

学
校
全
体
と
し
て
対
応
し
よ
う
と
06
年
度

の
２
学
期
か
ら「
青
葉
タ
イ
ム
」を
始
め
た
。

す
る
と
、
生
徒
が
前
向
き
に
な
る
と
共
に
、

教
師
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
「
指
導
中
、
生
徒
は
『
分
か
っ
た
』
と
喜

び
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
姿
は
以
前
は
見
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
徒
の
笑
顔
を
見
て
『
授
業
が
分
か
る
こ
と
は
大
切

だ
』
と
い
う
意
識
が
教
師
に
芽
生
え
、
毎
日
の
授
業

へ
の
取
り
組
み
方
も
変
わ
り
ま
し
た
」（
堺
谷
先
生
）

図 「青葉タイム」で使用するプリント　  

下位層の支援を目指した取り組みだけに、出題の難易度に配慮する。
授業中に理解が不十分な生徒に丁寧に指導できるため、下位層の生
徒にとっては「分かる実感」が得られる貴重な時間となっている

上記のプリントは、Benesse教育研究開発
センターのウェブサイトから加工可能な形式
でダウンロードできます。
http://view21.jp/c0112/

４
月
の
２
週
間
で
授
業
規
律
を
確
立
さ
せ
る

昼
休
み
後
２０
分
間
の
「
青
葉
タ
イ
ム
」で
下
位
層
の
底
上
げ
を
図
る

12 舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校

-

３
年
間
の
指
導
の
工
夫
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「学力保障」のために、移行期間の今できること
第1 回

学力下位層を伸ばす３か年のストーリー

■
生
徒
会
が
運
営
す
る
「
自
主
学
習
ノ
ー
ト
」

　

生
徒
の
学
び
に
向
か
う
姿
勢
を
育
む
た
め
に
、
生

徒
同
士
の
支
援
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

　

生
徒
会
は
、「
青
葉
ス
タ
デ
ィ
」
の
運
営
を
担
う
。

こ
れ
は
、「
自
主
学
習
ノ
ー
ト
」
を
提
出
し
、
ク
ラ

ス
ご
と
に
提
出
率
を
競
う
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
生

徒
会
は
、
年
度
当
初
に
各
ク
ラ
ス
を
回
り
、
ノ
ー
ト

の
良
い
取
り
方
や
家
庭
学
習
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

説
明
・
指
導
。
ま
た
、
自
主
学
習
ノ
ー
ト
の
回
収
と

点
検
も
行
い
、
提
出
率
を
発
表
す
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
で
は
教
科
ご
と
に
１
人
の
生
徒
が

「
教
科
係
」
を
担
当
す
る
。
授
業
の
終
わ
り
に
ク
ラ

ス
の
学
習
態
度
を
評
価
し
、
次
の
授
業
へ
向
け
て
の

提
案
も
行
う
。

　

教
科
係
に
は
当
該
教
科
の
得
意
な
生
徒
が
任
命
さ

れ
る
た
め
、
３
年
生
と
も
な
れ
ば
ク
ラ
ス
全
員
が
一

目
置
く
よ
う
に
な
る
存
在
だ
。
教
師
と
同
じ
目
線
で

次
へ
向
け
た
改
善
点
を
指
摘
す
る
教
科
係
も
お
り
、

そ
の
発
表
内
容
は
教
師
に
と
っ
て
も
生
徒
に
と
っ
て

も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。

■
最
初
に
協
同
学
習
の
ル
ー
ル
を
徹
底
さ
せ
る

　

同
校
が
最
終
的
に
目
指
す
の
は
、
生
徒
同
士
が
学

び
合
い
、
教
え
合
う
「
協
同
学
習
」
だ
。
既
に
授
業

研
究
に
も
着
手
し
、
４
人
１
組
で
話
し
合
う
活
動
を

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
「
１
年
生
は
学
び
と
話
し
合
い
の
ル
ー
ル
の
理
解
。

２
年
生
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
教
え
合

い
が
可
能
に
な
る
集
団
づ
く
り
。
３
年
生
は
授
業
で

協
同
的
な
学
習
が
成
立
す
る
態
度
の
完
成
」（
加
藤

先
生
）
を
目
標
と
し
、
３
年
か
け
て
生
徒
集
団
を
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

１
年
生
で
徹
底
さ
せ
る
ル
ー
ル
は
次
の
内
容
だ
。

◎
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
互
い
に
全
力
を
尽
く
す

◎
互
い
に
賞
賛
し
、
励
ま
し
合
い
、
手
伝
い
合
う

◎
他
の
メ
ン
バ
ー
が
学
習
し
た
り
力
を
尽
く
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
責
任
を
持
つ

◎
他
の
メ
ン
バ
ー
に
自
分
の
思
い
や
意
見
を
伝
え
た

り
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
ま
と
め
た
り
す
る
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る

◎
学
習
や
作
業
を
効
率
化
す
る
工
夫
を
常
に
考
え
る

　

協
同
学
習
に
不
可
欠
な
基
盤
と
し
て
重
視
す
る
の

は
、
生
徒
同
士
が
気
兼
ね
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
関
係
の
構
築
だ
。
学
活
を
中
心
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
い
、
仲
間
づ
く
り
の
機
会
を
設

け
、
少
し
ず
つ
誰
と
で
も
話
せ
る
関
係
が
つ
く
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
更
に
「
青
葉
タ
イ
ム
」
に
お

い
て
下
位
層
を
重
点
的
に
指
導
し
、
生
徒
が
皆
、
学

び
に
向
か
う
姿
勢
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

■
学
び
合
い
効
果
で
生
徒
を
積
極
的
に

　

こ
う
し
た
活
動
を
３
年
間
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
最
初
は
４
人
で
も
互
い
に
質
問
で
き
な
か
っ
た

り
、
自
分
さ
え
分
か
れ
ば
他
の
人
に
は
教
え
よ
う
と

し
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
、
自
主
的
に
協

同
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
。

　

生
徒
が
協
同
学
習
に
積
極
的
な
の
は
、
そ
の
学
習

効
果
の
高
さ
を
実
感
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。「
教
え
合

い
、
注
意
し
合
え
る
仲
間
が
い
る
こ
と
が
子
ど
も
た

ち
を
変
え
ま
す
。
生
徒
の
支
援
力
の
高
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
」（
櫻
井
校
長
）

　

こ
れ
ま
で
京
都
府
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
学
力

検
査
の
点
数
は
、
現
在
で
は
府
の
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
。

授業の終わりに、まとめを発表する「教科係」の生徒。その日の授
業態度や学習内容などについて振り返ると共に、次の授業に向けた
提案なども行う。生徒自身の手で学習環境を整える仕組みが同校
には根付いている

生
徒
自
ら
学
び
に
向
か
う
環
境
を
つ
く
る

１
年
生
か
ら
学
び
合
い
、教
え
合
う
人
間
関
係
を
つ
く
る
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